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●ネットワーク構成（機器および接続関係）  

●ルーティング情報  

●トラフィック分布   

上記を詳細度に応じて，プロトコル毎に取得するな  

どのモデル化が行われる．   

ネットワーク構成情報として，Eathprnet，FDDI  

などの方式，そこに接続されているサーバ／ワー ク  

ステーション／ルータなどの種別，およびそれぞれ  

の能力などが必要とされる．LANの方式や接続機  

器の種別については不要な場合もあるが，例えば機  

器間の接続関係については必須の情報と思われる．   

ルーティング情報とは，トラフィックがネットワーー  

ク上を流れる経路のことを指す．ある程度詳細なモ  

デル化を行った場合，ルータ等のルーティングテー  

ブルとして与えられる．また別のモデル化では，ト  

ラフィック毎に経路を定めるという方法をとること  

もある．   

ネットワーク上の各機器間を流れるトラフィック  

の情報は，ネットワーク性能評価シミュレーション  

において，ネットワーーク構成情報と並んで必須とな  

る情報である．これもモデル化によって与え方が異  

なるが，最も簡単な方法として，各ノード間のトラ  

フィック量および発生時開閉隔の確率分布を指定す  

ることが考えられる．   

今回は，上記のような情報を収集するために，  

LAN監視ソフトを使用し，SNMPや・Traceroute  

によって情報を補充した．今回使用したLAN監視  

ソフトは，現存のローカルセグメントを通過する  

パケットを監視し，稼動分析を行うために用いられ  

る．以下は，この野に収集された様々な情報の中で  

今回の自動生成に利用したデータである・   

1．DI．CStations物理インタフェース（MACア  

ドレス）の単位で生成される情報 

1 はじめに  

システムの性能評価をシミュレーションで行う際，  

当然，対象システムに該当するモデルを構築するこ  

とになる．目的によって対象システムを記述する詳  

細度は異なり，またそれに伴って，入力するべきパ  

ラメータの数も増減する．しかしながら，対象とな  

るシステムを決定すると，そのシステムを再現（モ  

デル化）するために最低限必要となる情報は自ず  

と挙がってくる．今回取り上げる通信ネットワーク  

の性能評価を例に挙げると，対象となるネットワー  

クの物理的な形状や機器構成，あるレイヤでのトラ  

フィックなどはあってほしいものである．   

ところが，対象システムが大きくなればなるほ  

ど，上記のような情報を個々に設定するのは手間の  

かかる作業となる．最も単純な待ち行列ネットワー  

クを考えたとしても，  

●ネットワーク形状  

●各ノードの処理速度×ノード数  

●ノード間のトラフィック頻度×ノード数（ノー   

ド数－1）／2   

だけのパラメータが必要になる上とが分かる．   

今回は，LAN監視ソフトが収集したデータからシ  

ミュレーションに必要な情報を抽出し，シミュレー  

ションモデルを自動的に生成する手順を一つの事例  

として紹介する．  

2 通信ネットワーク性能評価   

前節でも紹介した通り，通信ネットワークの性能  

評価をシミュレーションを用．いて行おうというと  

き，最低限，以下のような情報が必要になると思わ  

れる．  
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2．Netwprklstationsネットワーク層のアドレ   

ス毎に生成される情報  

3．Subnetsプロトコル毎のサブネットワークに   

ついて生成される情報  

4．Conn／Appネットワークステーション間のコ   

ネクション情報  

3．2 ルーティング情報生成   

ルーティングテープ／レの作成方法として，2通り  

の方法が考えられる．一つはモデル化の対象となる  

実際のルータからSN九1Pによって取得する方法．  

もう一つはモデル上で自動で作成する方法である．  

前者は，前節のリンク情報生成の際に同時に情報を  

容易に取得することができるが．SNh・IPに対応し  

ていない機器に対しては取得できなし 

するために，生成されたネットワーーク構造のみを用  

いて情報を生成する後者の方法を用いることが考え  

られる．その方法として，今回は基本的な最短経路  

（ホップ数最小）問題を解いて生成する方法を採用  

している．以下でIiその自動生成について．最短経  

路問題に帰着させる手順を簡単に説明する．   

ルーティングテーブルは，基本的にJ・i以下の情報  

によって構成される．  

●宛先アドレス（サブネット）  

● ゲートウェイ（ルータ）アドレス  

○ メトリック（ホップ数）   

上記の情報を有するルーティングテーープルを構成す  

るために．構築されているネットワーーークモデルに若  

干，手をいれる．其木的に－1／レー一夕間のネットワーー  

ク，および各ルーー・タが接続しているサブネットワー  

クが分かれば良い．そこでネットワークモデ／レを．  

ルータ，サブネットワーー久11鳩Nの3挿類の節点  

を持つ無向グラフとして構築し辞す．その際．ホッ  

プ数を計算するために．各節点を結ぶ辺の距離を，  

ルータ間Iil．0，その他0．5と設定する．その上で  

全節点間の最短繹路を計算し．その情報をもとにし  

てルーティングテーブルを構築することができる．  

3 ネットワークモデル生成  

前節ので述べた必須情報のうち，以下ではネッ  

トワーク構成構築，ルーティング情報生成につい  

て説明する．  

3．1 ネットワーク構成構築  

まず，ローカルセグメントにおける機器構成は，  

現状の精密な接続の再現をあきらめれば，収集され  

たデータに基づき，以下のようにして容易に構築が  

可能である．   

i・異なるrNetworkStationslを【DLCStationsl  

をもとにして一つの機器としてくくり付‾ける  

ii・異なる【DLCStationslを【Subncts】をもとに  

して一つのセグメントとして接続  

iii・ローカルである【Sllbnets】を同一セグメントと  

して接続  

iv・ローカルでないtS11bnets】をリモートヤグメン  

トとする  

上記のような操作を，すべてのセグメントについて  

行う．これによって，各セグメントの構築が可能で  

ある．  

次に，異なるセグメント間を接続する必要があ  

る．これは，以下のようにして行う，   

1．異なるLANセグメント間でルータを共有して  

いる場合，SNMPコマンドによって収集され  

る情報によって，紐付けを行う   

2．Tracerouteによって2つの異なるルータ間が  

何らかのセグメントで結ばれていることが分  

かったとき，セグメントの種別はあとで設定す  

ることとして，2ルータにリンクを生成する．  

4 終わりに   

今回は，通信ネットワーーク惟能評価シミュレー  

ショ、ンに用いるためのモデルを自動生成する手法を  

紹介した．採用した手法は1手法にすぎず，また，  

必ずしも効率化を目指したものではない．利用した  

LAN監視ソフトもある特定のヰ、のを用いており，今  

回の手法が必ずしも－一般化されたものでないことは  

明らかである．今後は土記を締まえ．－一一般化．効率  

化，および複数の監視デーータヘの対応に努牒）たい．  
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